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あらまし：高等教育の教場として通信教育のニーズは年々高まり，ICT の利活用によって大人数の学習者

を対象とした多様かつ個々の要望に応じた教育が可能となってきている．本稿では，メディア授業を中心

としオンライン学習支援システムを用いて通信教育を行なっている東京通信大学の実践を例に，配信期

間内にオンデマンドで学ぶ映像講義において相互作用するインタラクティブな教育が学修に与える影響

を考察し，展望していく． 
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1. はじめに 

ICT 環境の整備に伴い，大学通信教育においても

インターネットを活用することで，スクーリングの

代替として，動画配信での講義や双方向通信でのデ

ィスカッション，専用ソフトウェアを用いた演習や

試験を実施する，e ラーニングによる「オンライン授

業」での通信教育を行なう大学が増加している． 
本稿では東京通信大学の実践を例に，配信期間内

に学生がオンデマンドで学ぶ映像教材を中心とした

授業において，相互作用するインタラクティブな教

育が学修に与える影響を考察する． 
 

2. 東京通信大学における通信教育 

東京通信大学(1)（以下，本学）は 2018 年に開学し

たメディア授業を中心とした通信制大学である(2)．
いつでもどこでも学べる「学びの機会」を開放し，

知識とそれを活用する「智恵」を習得し世代を問わ

ず生涯を通じて活躍できる優秀な人材を育てること

を目的とし，社会的ニーズの高まりが予測される情

報技術人材と福祉人材の育成を目指して，情報マネ

ジメント学部と人間福祉学部の 2 つの学部が設立さ

れた． 
本学の教育課程は 4 年間の修業年限，4 学期制，

単位制で，各授業科目は 1 単位を 45 時間以上の学

修を必要とする内容で構成されている．基本的には

8 回の授業回を受講し，単位認定試験を受験して，

総合的に合格点を取ることにより 1 単位が認定され

る． 授業は一部科目のスクーリングによる演習・実

習を除いて，動画配信を中心として行なう「メディ

ア授業」で構成されている．1 授業回は，約 15 分の

映像教材を 4 講受講した後に，小テストを受験する

ことを基本とする．科目によっては小テスト以外に，

演習課題のレポート，ディスカッションへの参加等

が課せられる． 

本学の学生が学修を進めるために必要な手続き等

はオンラインキャンパス「＠CAMPUS」を通じて行

なわれる．またそこからアクセスするオンライン学

習支援システム「＠ROOM」がメディア授業受講の

場となる．＠ROOM は履修中の授業を受講する LMS 
(Learning Management System）と，日々の学修状況や

活動，履修登録や成績管理，単位修得状況などを確

認できる e ポートフォリオの 2 つの機能で構成され

ている．＠ROOM は PC の Web ブラウザのほか，専

用アプリをインストールすることでスマートフォン

などのモバイル端末での受講も可能である．授業出

席や試験の受験に際して，なりすまし防止を図るた

め，顔認証システムを導入している． 
 

 
 

図 1 ＠ROOM での映像教材の一例（PC） 
 

3. オンラインでのインタラクティブな教育 

本学のメディア授業は配信期間にオンデマンドで

受講できるため，非同期であり，授業の双方向性の

確保が重要となる．そのため LMS の機能及び教職

員の運営体制により，学生からの質問や問合せには

24 時間以内の回答を目標として，学生の多様な状況

やニーズに合わせてコミュニケーションを取ること

ができるよう工夫し，継続的な学修を支援している． 
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3.1 アカデミック・アドバイザー 

大学通信教育は通学教育と比べて，学習者が孤独

な学習に陥りがちで，学習プランの構築や学習意欲

の維持に，学習者個々が問題を抱えることがある． 
本学では専任教員によるアカデミック・アドバイ

ザー制度（以下，AA）を導入し，履修計画や学習方

法について相談に乗り，指導を行なっている．AA は

1 学年約 20 人の学生を担当し，それぞれの目標や学

修履歴に応じてアドバイスを行なう．東京キャンパ

ス（総合校舎コクーンタワー）や名古屋，大阪のサ

テライトキャンパスにおける対面での指導のほか，

電話や Skype 等を用いた面接指導，LMS 上のメッセ

ージや掲示板（BBS）での質疑応答等，多様な手法

を用意している． 
AA は受動的に学生からの質問に答えるだけでな

く，学生に履修のアドバイスを行なう．2019 年度 1
学期には，学期の中間時点で受講の進んでいない 1
年生に対して履修指導のメッセージを送信したとこ

ろ，学生との対話の頻度が高まり，受講率の増加に

つながった． 
AA は，2 年次以降も継続的に学生の支援を行な

っていくが，学生が自ら e ポートフォリオを活用し

て学修状況を正しく把握し，自律的な学修を行なえ

るように指導していく． 
 
3.2 科目担当教員と指導補助者 

本学はメディア授業が主体であり，講義を収録し

た映像教材等の各種教材は事前に用意しているため，

科目担当教員は開講中，LMS 上のメッセージや授業

掲示板に学生が書きこんだ質問や意見を把握し，回

答や指導内容を返信することが中心となる．メディ

ア授業は多人数の履修が可能であり，原則履修者数

に制限を設けない．そのため，学生数や授業形態に

応じて指導補助者（以下，TA）を配置し，担当教員

と連携しながら回答する体制とすることで，学生の

質問を受け付けてから教員が回答するまでの時間を

短縮させ，授業の双方向性の確保している．1 年次

配当必修科目の「学術研究の本質」では授業掲示板

の学生投稿 86 件のうち，教員や TA からの回答が必

要なものに対して返答までに要した平均時間は 11
時間 39 分であった．なお学生の投稿が深夜の場合

や，学生の問合せから教材資料の補足や修正が発生

した場合で回答までの時間が長くなる傾向があった． 
TA は学生への教育指導の一次対応のほか，質問内

容の分類，LMS 掲示板の管理，添削や採点の補助，

出席状況や学修進捗が遅れている学生へのメール問

合せ，e ラーニング教材の作成補助，教員の指示に

基づいた演習問題の解決指導等の授業補助を行なう． 
本学での e ラーニングによる通信教育において，

TA は必ずしも校舎から授業補助を行なう必要はな

く，遠隔での業務も可能であり，時間や場所に縛ら

れずに業務にあたることができる． 
 

 
 

図 2 授業掲示板の一例（PC） 
 
3.3 学内 SNS 

本学では＠CAMPUS や＠ROOM を用いて，学生

が積極的に授業へ参加する環境を構築している．更

に Yammer(3)を学内 SNS として用いることによって，

より多様な学生と教職員及び学生間のコミュニケー

ションを実現した．Yammer は学生，教職員とも自由

参加としており，グループも利用者が自主的に作成

しているが，そこでは学生同士の協調学習や教員に

よる授業の補足説明のほか，サークル活動も行なわ

れており，オンラインのバーチャルキャンパスとし

て機能している．  
 
3.4 課外教育 

本学人間福祉学部では，社会福祉士・精神保健福

祉士の国家試験の受験資格を取得できるカリキュラ

ムが用意されている．理論と実践を連関させるべく

入学年度より資格要件となる演習科目を受講するこ

とを推奨しているが，課外においても一年次より国

家試験を意識してもらうべく，当該資格を有する教

員によって定期的にコンテンツを配信している． 
 
4. 課題と展望 

 メディア授業を中心としオンライン学習支援シス

テムを用いて通信教育を行なっている本学では，授

業の双方向性の確保のため，メッセージや授業掲示

板を活用し，多様かつ個々の状況に応じた教育を実

践している．学生の学習意欲の維持し卒業まで導く

ため，指導や相談の体制を充実し，オンライン学習

支援システム「＠ROOM」等の機能を改修して，教

員の授業準備や学生の学修活動の支援に柔軟に対応

していくことが，今後の課題となる． 
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